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て考えられている（e. g., Escalas and Bettman2003,2005; Wei and Yu 2012;




（membership group）／内集団（in-group）がある（Escalas and Bettman2003,2005）。
2つ目に，消費者がポジティブな連想を持ち，所属を熱望する準拠集団である
熱望集団（aspiration group）がある（Escalas and Bettman2003）。
後述するように，これまで取り組まれてきた準拠集団に関する研究では，「所
属集団あるいは熱望集団のどちらのほうが自己とブランドの結びつきを強める





















































































































































































































いて有意に高く評価していた（M所 =3．41, SD所 =1．18 vs. M熱 =5．45, SD熱 =
1．26; t（21）=7．44, p <．01）。更に，「おしゃれ」を従属変数として t 検定を
実施したところ，愛媛に関する記事を見た場合と比べて東京に関する記事を見
た場合に「あこがれ」について有意に高く評価していた（M所 =3．41, SD所 =


















































































16．05, p <．001），満たされない自己の高群においては，熱望集団（M =3．33,


























満たされない自己 高群 2．44 （1．24） 3．33 （1．16）
（n =51） （n =65）
低群 2．95 （1．27） 3．06 （1．04）
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